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現在の研究課題  好酸球性疾患の病態解明 

 

所 属 学 会   日本小児科学会、日本臨床検査医学会、日本アレルギー学会、

International Eosinophil Society (IES)、日本臨床検査専門医会、米国ア

レルギー喘息免疫学会 (AAAAI)、アレルギー・好酸球研究会、日本アレル

ギー協会、日本小児アレルギー学会、日本小児リウマチ学会、米国血液学

会(ASH)、日本小児血液・がん学会、日本感染症学会、日本小児栄養消

化器肝臓学会、日本小児外科学会、日本環境感染学会、食物アレルギー

研究会、日本小児科学会神奈川県地方会 

 

研究内容 

 

アレルギー・好酸球性炎症性疾患に関わる研究に従事している。臨床分野では、好酸球性消化管疾患・ 

消化管アレルギーを中心に国立成育医療研究センター、群馬県立小児医療センター、千葉大学と共同研究 

を行っている。関連のガイドラインの執筆も担当し、執筆だけでなく、エビデンスの少ない疾患や病態の 

システマティックレビューやガイドライン作成について新しい手法を用いて 

取り組んでいる。さらに、医工連携チームを組み、心音の解析の研究を 

行っている。また、基礎研究としては、東京大学工学部の高井まどか教授 

との共同研究においてマイクロファイバーを用いた細胞分離や炎症性分子 

の除去の研究（A）、モデルラットを用いた体外循環・血液浄化療法の研究、 

またヘルパーT リンパ球表面のケモカイン受容体（B）と炎症性疾患、 

ウイルス感染に関する研究を行っている。さらに教育分野では、レゴ®  

シリアスプレイ® ファシリテータ（左記）の資格を取得して、医学教育分野 

への応用に取り組んでいる。  
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